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報　告

　2012年 5 月17日、聖学院大学チャペルに於いて、
聖学院大学人間福祉学部こども心理学科新設記念
として、「福祉の心」研究講演会が開催された。
参加者は436名で、聖路加国際病院理事長・名誉
院長の日野原重明先生より、上記の表題について
ご講演を頂いた。概要は以下の通りである。
　日野原氏は、先ず御自分が100歳になられて長
生きをしていることへの感謝と、今の自分に何が
できるかとの問いを参加者に投げ掛けられて、未
曾有の大震災を経験した我が国で、人々がどう生
きるのかその意義を論じられた。
　氏は昨年の 5 月 5 日に、被災地である宮城県南
三陸町を実際に訪問した経験により、 1 ）仮説の
士津川病院、 2 ）南三陸町体育館避難所、 3 ）歌
津中学校避難所の三つの訪問地を提示し、いつ来
るかもしれない「いのち」の喪失について論じら
れた。
　次に、「人間の行動力はどこからくるか」とい
う問題に対し、新約聖書のパウロの「目からうろ
こ」を提示して論じられた。それに引き続き、
「人生の試練の受け方」「あなたにとっての幸福
とは何か」という問題提示、「人はパンだけでは
生きられない」(マタイによる福音書 4 : 4 )とし、
自分の視野を広げ、与えられた自然に感謝し、慎

みを持って日々送る中で、蓄えた自分のエネル
ギーをどう社会に還元していくか人知を働かせて
生きることが大切である。また、エイリッヒ・フ
ロムの『愛すること』より、沢山持っている人が
豊かなのではなく、「たくさん与える人が豊かな
のである」が重要であると論じられた。
　おわりに、「眼に見えないいのちとは、自分が
持っていて、自分が自在に使える時間のこと」
「人のために自分の持つ時間を捧げることは人の
ために自分の命を捧げること」「時間にいのちを
吹き込めば、その時間は生きてくる」「寿命は神
様からいただいた時間だ」、そして、「病む人の
喜びを私の喜びにしよう。病む人の悲しみを私の
悲しみにしよう。病む人から与えられる鍵で私た
ちの心の扉を開こう。「生きる」とは、死に近づ
くこと。死の床で死を彫刻することはできない。
死に至る前に、その死の顔作りを自分がしなくて
はならない」とご自身の言葉で結ばれた。

（文責:松田寿美子　聖学院大学大学院アメリカ・
ヨーロッパ文化研究科博士後期過程）
（2012年 5 月17日、聖学院大学チャペル）

［福祉の心研究講演会］

日野原重明氏講演

いのちの教育 親子の絆

壇上で講演される日野原重明先生

当日は400名を超える出席があった


